
児童の間近で能楽が演じられました今後も定期的に料理のイベントなどを開催します

種の入った水を丁寧にまきます荒木市長（右）と市農業の担い手たち

熊本地震復興支援事業
日本の伝統に触れる　能楽体験教室

郷土料理をとおした地域づくり
外国にルーツがある人たちとの交流会

豊かな収穫を願って
葉たばこ播種祭

合志市の農業を担う若者たちを激励
就農奨励金交付式

　１月22日、西合志東小学校で能楽体験教室が開催
されました。小学４・５年生409人に能楽師の武田友
志さんと飯冨孔明さんが能楽を披露しました。厳かな
雰囲気の中で行なわれる演技に児童らは心を奪われて
いました。
　児童は「また一つ日本の伝統を学ぶことができまし
た。これからテレビで見た時、家族のみんなに教えた
いです」と話しました。

　１月26日、南須屋区学習センターで、こうしねっ
こくらぶが地域住民と外国にルーツのある人たちとの
交流会を開きました。これは、地域づくりを目的とし
たもので初めての開催。地元婦人会と一緒にタイピー
エンとおにぎり、杏仁豆腐を調理して食べました。
　参加した王さん（東須屋）は「みんなで料理して楽し
かったし、おいしかった。また地域の人たちと話ができ
る機会があると嬉しいです」と楽しそうに語りました。

　１月30日、御代志のガラスハウスで葉たばこの
播
はしゅ

種（種まき）が行なわれました。
　種まきは、市内の葉たばこ農家20戸が毎年この時
期に実施しています。水を張ったバケツにつまようじ
の先ほどの小さな種を入れ、その水を苗床にまきます。
作付け面積約33ha分の収穫を左右する大事な作業だ
けに、農家の皆さんも真剣なまなざしで作業に取り組
んでいました。

　１月31日、新規就農者への激励を兼ねて就農奨励
金交付式を行ないました。
　式では新規就農者が「一農業者として一人前を目指
し、地域の担い手としても頼られる存在になるよう地
域活動にも積極的に取り組みたい」「若い就農者が増
えるよう、自分自身が農業のおもしろさを伝えられる
ようになりたい」など就農にいたる決意や今後の抱負
を頼もしく語りました。
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副市長から認定書を受け取る惠濃崇宏代表取締役(右)

表彰を受ける高司さん夫妻

表彰式に出席した隆行さん 実代子さんのお茶

高司農園　２賞を受賞
第59回熊本県農業コンクール大会表彰式

工藤茶園　夫婦で受賞
県経済連茶生産流通協議会茶共進会

合志ブランドにオメガリッチ
国産牛肉恵濃牛が加わりました

　１月31日、熊本市で第59回熊本県農業コンクール
大会表彰式が行なわれました。有限会社高司農園（高司
秀一代表）が地域農力部門で優良賞と女性の活躍賞を
受賞。果樹とイチゴの観光農園にレストランと加工所
を併設し、レストランでは高司代表の妻、真理さんが
自家農産物と地元産食材を提供し、運営しているとこ
ろが評価されました。高司さんは「今まで地元から助け
られてきたので、恩返ししていきたい」と語りました。

　２月４日、熊本県経済農業協同組合連合会で行なわ
れた平成30年度県茶振興大会で工藤隆行さん・実代
子さん夫妻（黒松）が蒸製玉緑茶の部での最高位の特等
（実代子さん）と１等（隆行さん）を昨年に続き受賞しま
した。今回出品した品種は「さえみどり」で名前の通り
冴えた鮮やかな緑色と、上品な香り、渋みが少なく旨
みが非常に多いというのが特徴。２人は「皆さんの口
に入るものと心掛けて日々精進します」と語りました。

　２月６日、合志庁舎でオメガリッチ国産牛肉恵濃牛
（恵濃畜産株式会社）の合志ブランド認証書授与式が行
なわれました。
　恵濃牛は亜

あ ま に

麻仁飼料で牛を肥育することで脂身の性
質を変化させ、人体の疾患を改善する性質があるとい
われる、オメガ３系脂肪酸を多く含んでいるのが特徴。
１月に開催された市地域ブランド推進協議会で新たに
合志ブランドとして認証されました。

100歳おめでとうございます

　２月に100歳を迎えた奈須孝子さんに、市長からの
お祝い状とお祝い金が贈られました。

奈須　孝子さん
大正８年２月13日生
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